
　
２
０
２
１
年
度
大
学
入
試
に
お
い

て
、
3
年
生
２
８
０
人
の
う
ち
、
73
％

の
生
徒
が
国
公
立
大
学
合
格
を
果
た
し

た
長
崎
県
立
諫
早
高
校
。
同
校
の
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
（
以
下
、
共
通
テ
ス

ト
）
の
自
己
採
点
結
果
を
基
に
し
た
個

別
学
力
検
査
（
前
期
日
程
）
出
願
時

の
合
否
判
定
と
最
終
合
否
結
果
を
見
る

と
、興
味
深
い
数
値
が
浮
か
び
上
が
る
。

共
通
テ
ス
ト
の
結
果
の
み
に
よ
る
合
否

判
定
で
Ａ
ま
た
は
Ｂ
判
定
だ
っ
た
生
徒

の
合
格
率
は
92
・
４
％
と
高
い
結
果
で

し
て
き
ま
し
た
（『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
高

校
版
２
０
１
８
年
12
月
号
Ｐ
．

21
〜
24

参
照
）。
21
年
度
大
学
入
試
の
結
果
は
、

先
生
方
が
生
徒
の
志
望
の
確
か
さ
や
長

所
を
把
握
し
、
３
年
間
支
援
し
て
き
た

成
果
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
」

　
生
徒
た
ち
が
、「
行
け
る
大
学
」
で

は
な
く
、「
行
き
た
い
大
学
」
へ
の
思

い
を
確
固
た
る
も
の
と
し
、
最
後
ま
で

合
格
を
信
じ
て
挑
戦
を
続
け
ら
れ
た
の

は
な
ぜ
か
。同
校
の
取
り
組
み
の
う
ち
、

志
望
理
由
書
作
成
、キ
ャ
リ
ア
検
討
会
、

そ
し
て
「
振
り
返
り
と
目
標
設
定
シ
ー

ト
」
に
よ
る
自
己
分
析
に
焦
点
を
あ
て

な
が
ら
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を

描
く
力
を
育
ん
だ
要
因
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
。

　
21
年
度
大
学
入
試
に
挑
ん
だ
生
徒
が

１
年
次
か
ら
徹
底
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
の
が
、
学
校
行
事
や
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
（
以
下
、
総
合
学
習
）」、
そ

し
て
、
学
期
や
学
年
ご
と
に
お
け
る
振

り
返
り
だ
。
学
年
主
任
と
し
て
生
徒
を

３
年
間
見
守
っ
た
藤
村
誠
先
生
は
、「
振

り
返
り
に
よ
っ
て
、
様
々
な
活
動
で
の

自
分
の
成
長
を
知
り
、
次
に
取
り
組
む

あ
っ
た
が
、
Ｃ
判
定
以
下
だ
っ
た
生
徒

の
合
格
率
も
、
53
・
４
％
と
い
う
好
結

果
だ
っ
た
の
だ
。
原
田
尚た

か

之ゆ
き

校
長
は
、

「『
行
け
る
大
学
』
で
は
な
く
、『
行
き

た
い
大
学
』
へ
の
思
い
を
貫
い
た
本
校

の
生
徒
た
ち
が
誇
ら
し
い
」
と
語
る
。

　「
本
校
に
お
け
る
Ｃ
判
定
以
下
で
の

受
験
、
い
わ
ゆ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
受
験
の

生
徒
の
う
ち
、
半
数
以
上
の
生
徒
が

逆
転
合
格
を
果
た
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
国
公
立
大
学
の
学
校
推
薦
型
選

抜
、
総
合
型
選
抜
で
は
、
出
願
し
た
31

人
の
う
ち
、
7
割
を
超
え
る
23
人
が
合

格
し
ま
し
た
。
本
校
で
は
近
年
、
生
徒

に
時
間
や
機
会
を
預
け
る
指
導
を
重
視

最
後
ま
で
合
格
を
信
じ
、

挑
戦
を
続
け
た
生
徒
た
ち

自
分
の
「
こ
れ
ま
で
」
に
向
き
合
い

「
こ
れ
か
ら
」
を
考
え
る

「
振
り
返
り
・
自
己
分
析
・
選
択
」
の
過
程
を
通
し
て
、

主
体
的
に
学
ぶ
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

長
崎
県
立
諫い

さ

早は

や

高
校

２
０
２
１
年
度
大
学
入
試
で
、
長
崎
県
内
屈
指
の
合
格
実
績
を
上
げ
た
長
崎
県
立
諫
早
高
校
。

そ
の
成
功
の
要
因
は
、
様
々
な
活
動
に
お
け
る
生
徒
の
振
り
返
り
と
自
己
分
析
、
そ
れ
を
基
に
、
自
分
が
取
る
べ
き
行
動
を
選
択
さ
せ
る
と
い
う

３
年
間
の
指
導
の
中
で
成
し
得
た
、
確
固
た
る
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
形
成
だ
っ
た
。

実践
事例

3
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多
面
的
評
価
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、

生
徒
は
高
校
生
活
で
の
成
長
を
、
志
望

理
由
書
や
小
論
文
な
ど
で
表
現
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
描
く
力

を
生
徒
に
育
む
上
で
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
の
が
、
２
年
次
の
２
月
に
全
生

徒
が
取
り
組
む
志
望
理
由
書
作
成
だ
。

「
１
年
次
か
ら
の
様
々
な
場
面
で
の
振

り
返
り
の
集
大
成
に
あ
た
る
も
の
」と
、

進
路
指
導
主
事
の
園
田
浩
二
先
生
は
説

明
す
る
。

　「『
総
合
学
習
』
に
お
け
る
課
題
研
究

を
始
め
と
す
る
、
自
分
の
高
校
生
活

を
語
る
上
で
の
材
料
を
棚
卸
し
し
な
が

ら
、
希
望
進
路
へ
の
思
い
を
段
階
的
に

ス
ト
ー
リ
ー
に
し
て
み
る
場
が
、
志
望

理
由
書
作
成
で
す
（
図
１
）。
自
分
の

高
校
生
活
で
の
経
験
、
大
学
で
の
研
究

の
社
会
的
意
義
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る

志
望
理
由
書
の
作
成
に
よ
っ
て
、
自
分

の
志
望
理
由
は
大
学
に
と
っ
て
説
得
力

の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
、
出
願

ま
で
に
ど
ん
な
活
動
を
し
て
お
く
べ
き

か
な
ど
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　
受
験
勉
強
が
本
格
化
す
る
３
年
生
に

な
る
前
に
自
分
の
「
こ
れ
ま
で
」
に
向

き
合
い
、「
こ
れ
か
ら
」
を
考
え
た
こ

と
は
、
第
１
志
望
を
貫
く
素
地
に
な
っ

た
と
藤
村
先
生
は
考
え
る
。

　「
志
望
理
由
書
の
作
成
は
、
学
校
推

薦
型
選
抜
・
総
合
型
選
抜
の
受
験
者
だ

け
で
な
く
、
一
般
選
抜
の
受
験
者
に

と
っ
て
も
、
学
習
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
る
ス
イ
ッ
チ
の
役
割
を
果
た
し

た
と
思
い
ま
す
」（
藤
村
先
生
）

　
１
年
次
12
月
と
２
年
次
10
月
に
は
進

路
検
討
会
「
キ
ャ
リ
ア
検
討
会
」
を
実

施
す
る
。同
検
討
会
で
は
、ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
で
示
さ
れ
た
「
本
校
の
目
指
す
生
徒

像
」
に
対
す
る
生
徒
の
自
己
評
価
、
活

動
実
績
、
そ
し
て
１
年
次
の
１
学
期
に

受
検
し
た
「G

PS-Academ
ic

（
＊
）」

の
結
果
を
基
に
、
学
校
推
薦
型
選
抜
、

総
合
型
選
抜
を
勧
め
た
い
生
徒
を
学
年

団
全
体
で
検
討
す
る
（
Ｐ
．20
図
２
）。

　「
キ
ャ
リ
ア
検
討
会
で
は
、
学
校
推

薦
型
選
抜
、
総
合
型
選
抜
の
受
験
に
ふ

さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
生
徒
を
学
年

団
で
共
有
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

生
徒
に
今
後
有
用
と
思
わ
れ
る
校
内
外

の
活
動
は
何
か
を
話
し
合
っ
た
り
、
既

に
同
様
の
活
動
に
取
り
組
む
他
ク
ラ
ス

の
生
徒
や
、
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
的
な

べ
き
こ
と
を
考
え
さ
せ
た
か
っ
た
」
と

ね
ら
い
を
語
る
。

　「
振
り
返
り
で
は
、
自
己
評
価
に
加

え
て
、
担
任
や
保
護
者
、
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
か
ら
も
評
価
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

＊　ベネッセのアセスメントの 1 つで、問題発見・解決に必要な 3 つの思考力 ( 批判的思考力、協働的思考力、創造的思考力 ) を選択式、記述・論述式、質問紙で多
面的に測るテスト。

教
務
主
任

後
田
康
蔵　

う
し
ろ
だ
・
こ
う
ぞ
う

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
10
年
目
。
理
科
。

進
路
指
導
主
事

園
田
浩
二　

そ
の
だ
・
こ
う
じ

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
７
年
目
。
数
学
科
。

校
長原田

尚
之　

は
ら
だ
・
た
か
ゆ
き

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。

前
３
学
年
主
任

藤
村
　
誠　

ふ
じ
む
ら
・
ま
こ
と

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

※学校資料を基に編集部で作成。

2 年次２月　志望理由書作成の流れ

この時期に志望理由書を作成する理由を生
徒に説明する

高校生活の取り組みを、志望大学での学び
や研究の社会的な意義と結びつけ、志望理
由をストーリーにして表現させてみる

志望大学のアドミッション・ポリシーや学部・
学科の研究内容を確認し、自分が取り組み
たい研究の社会的意義を、志望大学で実現
できる研究に結びつけられるかを考えさせる

志望理由を構成する、意思表示・きっかけ・
社会的意義・まとめの 4 つの観点それぞれ
について文章化させる

意思表示・きっかけ・社会的意義・まとめの
4 つの観点それぞれを、１つのまとまった文
章として下書きさせ、生徒自身に添削させる

学びたい研究内容と生徒自身のエピソード
がつながったストーリーを盛り込んだ志望理
由書を完成させる

図 １

１

2

3

4

5

6

設
立
　 

１
９
１
１
（
明
治 

44
）
年

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
８
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
東
京
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
広
島
大
、

九
州
大
、長
崎
大
、熊
本
大
な
ど
に
２
０
４
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
自
治
医
科
大
、
東
京
理

科
大
、
明
治
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、

関
西
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
１
９
５
人
が
合

格
。

教
科
学
力
に
と
ど
ま
ら
な
い
、

多
様
な
視
点
で
生
徒
を
把
握

学
校
概
要
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上
級
生
と
検
討
対
象
の
生
徒
を
引
き
合

わ
せ
る
た
め
の
情
報
を
共
有
し
た
り
し

ま
し
た
」（
藤
村
先
生
）

　
キ
ャ
リ
ア
検
討
会
の
俎そ

上じ
ょ
うに
載
せ
る

生
徒
は
各
ク
ラ
ス
５
人
程
度
と
し
た
た

め
、
担
任
は
検
討
会
に
先
立
っ
て
、
自

分
が
担
当
す
る
ク
ラ
ス
の
候
補
の
生
徒

と
面
談
を
行
い
、
そ
の
時
点
で
の
希
望

進
路
や
校
内
外
で
取
り
組
ん
で
い
る
活

動
な
ど
に
つ
い
て
の
生
徒
の
考
え
を
聞

き
、
人
選
を
行
っ
た
。

　「
面
談
に
よ
っ
て
生
徒
は
、
学
校
推

薦
型
選
抜
や
総
合
型
選
抜
が
、
評
定
の

よ
さ
や
、
欠
席
日
数
の
少
な
さ
と
い
っ

た
こ
と
だ
け
で
出
願
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
高
校
生
活
で
の
活
動
な
ど
を
根

拠
に
し
た
強
固
な
志
望
理
由
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、担
任
に
と
っ
て
も
、進
路
を
テ
ー

マ
に
深
く
生
徒
と
面
談
す
る
、
貴
重
な

機
会
に
な
り
ま
し
た
。
担
任
の
先
生
方

か
ら
は
、『
生
徒
の
こ
と
を
深
く
理
解

で
き
た
』『
教
師
と
し
て
の
成
長
に
つ

な
が
っ
た
』
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
」（
園
田
先
生
）

　
３
年
生
に
進
級
し
て
も
、「
マ
イ
・

ス
ト
ー
リ
ー
」
を
描
く
力
を
育
成
す
る

支
援
は
続
い
た
。

　「
例
え
ば
、
８
月
に
実
施
し
た
校
内

学
習
合
宿
で
は
、
自
学
自
習
だ
け
で
な

く
、
同
じ
学
部
系
統
を
志
望
す
る
生
徒

を
グ
ル
ー
プ
に
し
た
討
論
会
も
実
施
し

ま
し
た
。
本
気
で
学
習
に
取
り
組
む
最

中
だ
か
ら
こ
そ
、『
な
ぜ
、
大
学
に
行

く
の
か
』
を
語
り
合
う
こ
と
は
、
極
め

て
良
質
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま

す
。
秋
以
降
も
、『
何
の
た
め
に
進
学

す
る
の
か
』
と
生
徒
に
問
い
か
け
続
け

て
く
だ
さ
い
と
、
先
生
方
に
お
願
い
し

ま
し
た
。
改
め
て
志
を
言
葉
に
す
る
こ

と
で
、
生
徒
が
『
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
』

に
つ
い
て
さ
ら
に
深
く
考
え
た
り
、
考

え
が
広
が
っ
た
り
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
し
た
」（
藤
村
先
生
）

　
21
年
度
大
学
入
試
に
お
け
る
同
校
の

実
績
は
、
3
年
間
を
通
し
て
生
徒
の
志

望
を
確
た
る
も
の
に
し
て
い
っ
た
こ
と

が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

確
か
だ
。
そ
し
て
、
も
う
１
点
着
目
す

べ
き
な
の
が
、
生
徒
が
自
分
自
身
で
学

習
面
で
の
課
題
を
見
つ
け
、
主
体
的
に

学
習
に
取
り
組
む
た
め
の
支
援
だ
。
同

校
の
生
徒
は
、「
振
り
返
り
と
目
標
設

定
シ
ー
ト
」（
図
３
）
に
沿
っ
て
模
擬

試
験
の
振
り
返
り
を
行
い
、
合
格
す
る

た
め
に
は
ど
の
レ
ベ
ル
の
問
題
を
得
点

で
き
る
よ
う
に
な
る
必
要
が
あ
る
の
か

を
考
え
、
科
目
ご
と
の
学
習
方
法
や
時

間
配
分
な
ど
を
検
討
す
る
。「
振
り
返

り
と
目
標
設
定
シ
ー
ト
」
は
、
家
庭
学

習
や
課
外
講
座
な
ど
で
、
自
分
は
今
何

を
学
ぶ
べ
き
な
の
か
を
生
徒
自
身
が
判

断
す
る
基
準
に
な
っ
た
と
、
教
務
主
任

の
後
田
康
蔵
先
生
は
語
る
。

　「
生
徒
が
、
自
分
の
状
況
を
客
観
的

に
捉
え
、
自
分
に
必
要
な
学
習
を
選
択

す
る
。
ど
の
よ
う
な
学
習
を
す
れ
ば
よ

い
か
分
か
ら
な
い
生
徒
は
、
教
師
に
相

談
し
、
考
え
る
。
そ
う
し
た
選
択
の
場

面
を
教
科
学
習
に
お
い
て
も
つ
く
る
こ

と
で
、
主
体
的
に
学
ぶ
力
が
身
に
つ
く

と
考
え
ま
し
た
」

　
同
校
の
教
師
た
ち
は
、
教
科
学
習
の

み
な
ら
ず
、
進
路
学
習
に
お
け
る
選
択

の
経
験
が
、
受
験
に
向
け
て
主
体
的
に

学
ぶ
力
へ
と
転
化
さ
れ
る
と
考
え
て
い

る
。

　「
本
校
で
は
、
１
年
次
の
１
学
期
か

ら
、
自
由
参
加
の
進
路
イ
ベ
ン
ト
を
た

く
さ
ん
生
徒
に
紹
介
し
ま
す
。
東
京
大

学
に
進
学
し
た
卒
業
生
と
高
校
生
が
学

校
改
革
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
医

学
部
志
望
者
が
長
崎
の
離
島
の
医
師
の

下
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
た

り
と
、
そ
の
多
く
は
本
校
独
自
の
も
の

で
す
。
学
校
が
手
間
ひ
ま
を
か
け
て
進

キャリア検討会では、進研模試とGPS の結果、育成を目指す資質・能力についての自己評価と担任評
価などを基に、学校推薦型選抜、総合型選抜の受験に適した生徒を検討する。検討会に参加する教師は、
クラスや担当教科を超えて生徒を理解し、検討会後は、担任以外の教師からも生徒への声かけが活発に
行われる。

※学校資料を基に編集部で作成。

キャリア検討会で担任から提出される生徒資料図 2

自
分
に
必
要
な
学
び
を

生
徒
が
考
え
、
選
択
す
る
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路
イ
ベ
ン
ト
を
つ
く
っ
て
お
り
、
生
徒

も
、
参
加
す
る
こ
と
が
意
義
深
い
こ
と

だ
と
考
え
る
は
ず
で
す
。
生
徒
の
多
く

は
部
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
の
で
、

参
加
し
た
い
イ
ベ
ン
ト
が
部
活
動
の
日

程
と
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
部

活
動
の
顧
問
の
教
師
に
自
分
の
思
い

を
説
明
し
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
の
了

承
を
得
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
う

し
た
生
徒
の
自
己
分
析
と
選
択
、
そ
し

て
自
分
の
思
い
を
他
者
に
伝
え
る
行
為

も
、
主
体
的
に
学
ぶ
力
の
土
台
に
な
る

は
ず
で
す
」（
後
田
先
生
）

　
３
年
間
か
け
て
、
生
徒
の
「
マ
イ
・

ス
ト
ー
リ
ー
」
を
描
く
力
を
育
成
し
て

い
る
同
校
だ
が
、
そ
れ
で
も
、
９
月
に

な
っ
て
志
望
校
を
変
更
す
る
生
徒
は
い

る
。
21
年
度
大
学
入
試
で
も
、
一
貫
し

て
法
学
部
を
志
望
し
て
い
た
生
徒
が
、

３
年
次
の
８
月
に
な
っ
て
地
域
創
生
を

学
ぶ
学
部
へ
の
志
望
変
更
を
、
総
合
型

選
抜
へ
の
出
願
希
望
と
と
も
に
、
担
任

に
申
し
出
た
。

　「
突
然
の
志
望
変
更
に
戸
惑
い
な
が

ら
も
、
そ
の
生
徒
の
話
を
よ
く
聞
い
て

み
ま
し
た
。
す
る
と
、
3
年
間
取
り
組

ん
で
き
た
校
内
活
動
を
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
な
ど
で
生
か
し
て
み
た
い
と

言
う
の
で
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
出
願

ま
で
時
間
の
な
い
中
で
志
望
を
固
め
直

す
た
め
に
も
、
校
内
活
動
を
と
も
に

行
っ
た
先
生
に
相
談
し
て
、
支
援
を
仰

ぎ
な
さ
い
と
助
言
し
ま
し
た
」（
藤
村

先
生
）

　
そ
の
生
徒
は
、
自
分
の
校
内
活
動
の

こ
と
を
よ
く
知
る
教
師
の
協
力
を
得

て
、
短
期
間
で
志
望
理
由
を
ま
と
め
直

し
、
総
合
型
選
抜
で
の
合
格
を
果
た
し

た
。

　「
唐
突
な
志
望
変
更
も
、
そ
の
生
徒

の
こ
と
を
よ
く
知
る
人
か
ら
見
れ
ば
、

む
し
ろ
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
担
任
や
学
年
団
だ
け
で
生

徒
を
抱
え
込
む
の
で
は
な
く
、
そ
の
生

徒
を
一
番
理
解
し
て
い
る
人
に
つ
な
い

で
い
く
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら
は
ま
す
ま

す
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
」（
藤

村
先
生
）

　
校
内
外
の
多
様
な
経
験
を
通
し
て

「
マ
イ・ス
ト
ー
リ
ー
」を
描
く
生
徒
は
、

教
師
だ
け
で
な
く
、
学
校
外
の
社
会
人

な
ど
と
も
接
す
る
こ
と
に
な
る
。「
マ

イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
共
同
作
成
者
も

多
彩
に
な
っ
て
当
然
だ
ろ
う
。

　「
将
来
、
高
校
生
の
真
価
の
1
つ
が
、

多
様
な
活
動
の
中
で
得
た
協
力
者
・
理

解
者
の
数
や
、
そ
の
人
た
ち
と
の
関
係

の
深
さ
と
な
る
時
代
が
来
る
と
思
い
ま

す
。
キ
ャ
リ
ア
検
討
会
で
も
、『
こ
の

生
徒
を
理
解
し
て
い
る
の
は
誰
か
』
と

い
っ
た
項
目
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま

す
」（
後
田
先
生
）

　
進
路
と
学
習
と
い
う
高
校
生
に
と
っ

て
の
両
輪
を
し
っ
か
り
と
駆
動
さ
せ
、

生
徒
が
自
分
を
最
も
理
解
す
る
人
た
ち

と
進
路
を
切
り
拓
い
て
い
く
。
そ
の

軌
跡
も
ま
た
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

模擬試験終了後、科目ごとに小問別の難易度レベルを３段階で生徒に示す。生徒は、
自己採点結果と照らし合わせ、各レベルの問題をどれだけ正解できていたのかを、科
目ごとに確認して振り返り、その後の学習計画に生かす。教科学習面における、生徒
の自己分析と方略の選択のベースとなるものだ。

※学校資料を基に編集部で作成。

振り返りと目標設定シート図 3

「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を

多
様
な
人
と
描
く
力
が
必
要
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2021年度大学入試合格者の姿から考える「
志望をかなえる「マイ・ストーリー」
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